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1．はじめに 

日本では，東京 2020 オリンピック・パラリン

ピックの開催に伴いスポーツ庁を設立し，スポ

ーツ選手の競技力の向上を目的として ICT を用

いた様々な事業[1]が展開されている．これらの

取り組みでは，映像による選手のトラッキング

やパフォーマンス解析に関する研究[2]が盛んに

行われている．しかし，フィールドスポーツに

おいてプレーを撮影する場合，フィールドが横

長のため，コーナー側の観客席などの特定地点

から撮影しなければ，1 台のカメラではフィール

ド全域の取得が難しい．また，フィールド全域

を取得したとしても，奥側の選手が小さいため，

解析が難しい問題がある．他には，多くのコー

チやアナリストはプレーが進行している箇所を

撮影するため，ボールの行方によってプレー位

置が大きく変化する場合，シームレスなボール

の追跡が困難である．そこで，本研究では，フ

ィールド領域を 2 台のビデオカメラで撮影し，全

域をカバーするようなパノラマ映像を自動生成

する技術を開発する．これにより，全選手やボ

ールを確実に計測および解析ができるフィール

ド全域のパノラマ映像の生成を目指す． 
２．研究の概要 

本システム（図 1）は，対応点設定機能と歪み

補正機能，射影変換機能，パノラマ画像生成機

能により構成される．入力データは，2 台のビデ

オカメラで撮影したフィールドの左半分と右半

分の映像であるが，この 2 つの映像にはフィール

ドのセンターラインが共通して写っているもの

とする．出力データは，パノラマ映像とする． 

２．１ 対応点設定機能 

本機能では，パノラマ画像を生成するために，

画像における射影変換の対応点を手動で設定す

る．各画像では，設定できる対応点の数を 4 点と

する．また，対応点の位置精度を向上させるた

めに，既存の文献[3]と同様に，実際のフィール

ド上の白線と 4 点の対応点により算出した白線の

位置を比較しながら，位置の修正を行う． 

２．２ 歪み補正機能 

本機能では，映像の各フレームに対する歪み

を補正する．歪み補正では，OpenCV の歪み補正

機能を使用する．具体的には，OpenCV のカメラ

キャリブレーション機能を使用して，歪み補正

のパラメータを推定し，フレーム画像を変換す

ることで対応する． 

２．３ 射影変換機能 

本機能では，歪み補正されたフレーム画像を

射影変換する．具体的には，設定された左右の

対応点を基に，一方のフレーム画像を他方のフ

レーム画像に重ね合わせるための射影変換行列

を算出し，フレーム画像を射影変換する． 

2つの視点の映像入力

本システム

1) 対応点設定機能

2) 歪み補正機能

3) 射影変換機能

4) パノラマ画像生成機能

パノラマ映像出力
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２．４ パノラマ画像生成機能 

本機能では，射影変換した左右のフレーム画

像の結合を行い，パノラマ画像を生成する．具

体的には，センターラインを基準として，一方

の半分のフィールド画像を他方の半分のフィー

ルド画像に重ね合わせることで実現する． 

３．実証実験 
実証実験では，2 台のビデオカメラで撮影した

映像を用いて生成したパノラマ映像の有用性を

確認する． 

３．１ 実験内容 

本実験では，図 2 のように 2 台のビデオカメラ

を各半分のフィールドのサイドラインの中央で

平行に設置する．また，フィールドの 2 隅とセン

ターラインの 2 隅が映し出されている環境下で撮

影する．撮影した映像から，図 3 に示すとおり，

パノラマ映像を生成する．具体的には，それぞ

れの映像から 1 つの画像を取り出し，図 1 の手順

に従ってパノラマ映像を生成する．最終的にセ

ンターラインおよびサイドラインの接続が正確

であるか，また，センターラインをまたがる選

手やボールがシームレスに動作するかを確認し，

システムの有用性を判定する． 

３．２ 結果と考察 

本システムにより生成したパノラマ映像を図 4
に示す．その結果，パノラマ映像が正しく生成

できることがわかった．また，センターライン

が正しく接続できていることがわかった．しか

し，サイドラインを一直線に接続することは難

しいと考えられる．これは，撮影環境上，各半

分のフィールドのサイドラインの中央で撮影す

ることができず，撮影したフィールド画像が斜

めになっていたためである．そのため，フィー

ルド画像が斜めにならない地点で撮影する必要

があると考えられる．もしくは，図 5 のようにサ

イドラインを滑らかにすることで補完できると

考えられる．また，センターラインをまたがる

選手やボールの形が変形していることがわかっ

た．これは，対応点の設定がずれていることに

より発生したと考えられる． 

４．おわりに 

本研究では，パノラマ映像を自動生成する技

術を提案し，そのシステムの実装と有用性につ

いて議論した．実験結果から，パノラマ映像に

よるフィールド全域の取得ができた．また，完

全ではないが指導者がセンターラインをまたが

る選手やボールの動作を確認することができた．

今後は，コーチなど誰もが簡単に撮影した映像

を用いてパノラマ映像に変換できるように操作

性の向上を目指す． 
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図 2 カメラ設置方法 

 

 
図 3 撮影する映像および 

生成するパノラマ画像のイメージ 

 

図 4 生成したパノラマ映像  

 

図 5 サイドラインを滑らかにした 

パノラマ映像 
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